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KOSMOS日本語プログラムにおける「日本事情 E異文化適応」クラスの実践
～ゲストアワーとビジターワークショップに取り組んで～
埋橋 淑子*
要 旨
本稿では、第 10期KOSMOS日本語プログラム「日本事情・異文化適応」クラスで今期新たに
取り組んだ実践の報告を行 う。ゲス トアワーがビジターの積極的なKOSMOS生への働きかけ
を生むきつかけとなったこと、ビジターワークショップがKOSMOS生の参加を促す学習の機
会となったことを述べ、それぞれの影響と効果について分析する。さらに今後にむけた課題の考
察も行う。
【キーワー ド】日韓共同理工系学部留学生予備教育、日本事情、異文化適応、ゲストアワー、日
本人ビジター、ビジターワークショップ
1  は じめに
大阪大学 日韓共同理工系学部留学生 (以下
KOSMOS生と表記する)予備教育プログラム1は
2009年度に10期生6名を迎え、2010年2月に予
備教育を修了した。
筆者は本プログラムにおいて、「日本事情・異文化
適応 クラス」 (毎週木曜 日2コマ)を担当し、
KOSMOS生が日本人や日本文化、日本の大学生活に
関する理解を深め、日本での生活に十分に適応できる
ようになることを目的に授業を行つてきた。
本稿では、今期に新しく取り組んだゲストアワーと
ビジターワークショップの実践について報告し、各々
の影響と効果について分析を行う。最後にまとめとし
て今後の課題について考察を行う。
2 「日本事情・異文化適応」クラスの概要
2-l KOSMOS生の特徴
筆者は本プログラム第 1期から「日本事情・異文
化適応」クラスを担当してきた経験から、KOSMOS
生の特徴を次のようにとらえている。 1)高校を卒
業したばかりで、高校までの受験勉強を中心とした生
活体験しかない、 2)クイズやテス トなどに対して
は熱心に取り組むなど、教師からの教授による受け身
的な学習スタイルに慣れている、 3)親元を離れた
生活が初めてで、ほとんど生活的自立ができておらず、
海外での生活も初めてである、 4)仲間意識が強く、
相互扶助的な行動が多く、また、先輩、後輩のつなが
りが引螢い。
このようなKOSMOS生の特徴は、日本語の授業、
とりわけ、「日本事情 。異文化適応」クラスの授業設
計をする際に重要なファクターとして考慮してきた。
また、今期の授業開始直後のアンケー トでは、以下の
ような学生の意識が見られた。理科系学部に進学する
学生らしく、科学・技術にはすべての学生が関心を持つ
ており、また、日本文化や人々の暮らしにも関心が強
いことがわかった。
・ 大阪大学国際教育交流センター准教授
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表1 10期生「興味・関心のあること」(数字は人数)
トピ弔ぜ とてもある あ る あまりない ぜんぜんない
政治 2 3 1
経 済 3 2 1
歴 史 3 2 1
科学 。技術 2 4
人々の暮らし 2 4
文化 1 5
芸術 。芸能 5 1
国際関係 3 1 2
その他 J―POP、合気道
2-2 授業の概略
以上のような学生の特徴と「日本事情・
クラスに求められるシラバス2をふまえ、
のように授業を計画した。
理科系大学院生2人、文化系大学院生3人である。
ビジターにはコース開夕台前にオリエンテーションを行
い、彼らのミッションを伝える。それは、KOSMOS
生がビジターとのディスカッションや共同作業を通じ
て、積極的に学習し、より深く日本人や日本文化への
理解を深めることをサポー トすることである。
授業開始後、数コマはお互いの自己紹介や出身地紹
介、大阪についてなど、比較的話しやすいトピックで
情報交換が行われていつた。また、KOSMOS生たち
に毎年関心が高い「阪大生の生活」をさぐるとして、
KOSMOS生たちが知りたいことがらを授業でも自由
に話し合うとともに、さらに聞きたい情報をビジター
と相談して決め、教室外にインタビュー調査に出かけ
る取組みも行つた。
ここまでは例年ほぼ同じように授業が進むが、10
期生とビジターを観察していた筆者は、KOSMOS生
とビジターとの心理的距離がなかなか縮まらない様子
が気がかりであつた。10期生はシャイな性格の人が
多く、必要以外のことはなかなか自分たちから話しか
けない。 ビジターも、また、そういうKOSMOS生
を見て、遠慮がちに接しているようであつた。これで
は、「より深い日本人、日本文化への理解」を通した
異文化適応は生まれそうにもない。何かによつてこの
事態を打開したい、と強く考えた。その結果、筆者が
今期取り入れたのが、ゲストアワーとビジターワーク
ショップの実践である。
3 ゲス トアワーの実践～ね らいと効果
3-1 ゲス トアワーのねらい
1.でKOSMOS生の特徴を述べたが、その特徴
は阪大生であるビジターたちにも一定程度言えること
であった。いろいろな情報の交換をすることはできて
も、生々しい体験や心の声を語るということは双方に
とつて難しそうであつた。しかし、何かについて、お
互いが本音で語る、ということがなければせつかくの
ビジターセッションも表面的に終わつてしまうと考え
られた。
そこで、筆者が考えたのは「外の風」を取り入れる
異文化適応」
今期は以下
2-3 ビジターセッションについて
「日本事情・異文化適応」クラスでは第 1期から
授業に日本人ビジター3の参加を促している。今期も
6人の学生が応募してくれ、2コマロの授業全 13回
に参加した。 ビジターの内訳は文化系学部生 1人、
表2 授業計画
時期 授業テーマ・内容
ビジターセッション
(2コマロ)
?
?
?
?
日本・関西 。大阪情報
(地理、文化、方言、気
質など)
自己紹介
情報交換
?
?
?
?
阪大に来るまでに
韓国の教育 。日本の教育
日本の大学生 。阪大生の
生活
お互いの出身背景
をもとに交流
ビジターヘの
インタビュー
キャンパス
インタビュー
中盤
後期
日本を知る
グス トアワー 1
ゲス トアワー2
ゲス トの話を聞き、
ァィスカッション
?
?
?
? ビジターワークショップ
ビジターの発表 と
ワークショップ
?
?
?
? KOSMOS生プロジェク
トワーク
KOSMOS生の発表
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ことであった。大学の外の社会で「何か」を考えなが
ら行動している若者に来てもらい、その生身の体験に
触れる経験をしてもらいたい、せつかくの機会を持つ
なら、韓国からの留学生のみのクラスなのでテーマを
「日韓関係」としたいと考え、ゲストを探した。
3-2 ゲストアヮーの実践と効果
ゲス トアワーは2週にわたって2回行つた。 1コ
マロ (2限)に、グス トの簡単な紹介などのブリー
フィングをしておき、 2コマロ (3限)に90分間、
質疑も含めて話をしてもらうという形ですすめた。
グス トの一人日は、31歳の若者で、今も保存され
燃え続けている広島原爆の火をキャンドルナイ トなど
の手法で広める活動をしている人であつた。その活動
から、韓国にも行き、キャンドルナイトをすることに
なったが、日韓の歴史的関係を知らない自分に何がで
きるのか、そういう葛藤と向き合いながら、最後には
そのイベントを成功させ、今も仕事の傍らさまざまな
活動を続けている、という話が聞けた。
二人日のグス トは、60歳になる在日2世の韓国人
で、東京と大阪で生きてきた経験や日本に対する思い、
また、韓国人学生に対する期待などを人生経験豊かに
語られた。
このグストアワーでまず変化が見られたのは、ビジ
ター学生たちだった。ゲストのリアルな経験、心の葛
藤などを聞き、心を動かされたようだつた。あるビジ
ターは、「このようなテーマについて、KOSMOSの
学生たちと本音で話し合つてみたい、これまでのビジ
ターセッションは表面的だつた、もつと彼らと話した
い」と筆者に話し、実際、それ以降、明らかにこれま
でと違った態度でKOSMOS生に接し始めた。言い
たいこと、聞きたいことを率直に言語化して伝えるよ
うになったのである。また、もう一人のビジターは、
「大学に来て勉強することの目的そのものが、ゲス ト
アワーのグストたちのような話を聞き、自分に何がで
きるのかを考えることであつた」と話し、その後、自
分にできることを捜して行動を開始しはじめた。
このようなビジターの変化を受けて、KOSMOS生
にも変化が生まれた。 日本人に聞いてみたかつたこと
を徐々に言葉にするようになったのである。それは、
ゲス トアワーの後に続いたプロジェク トヮークの取 り
組みに表れていつた。
4 プロジェク トヮークのとりくみ
4-1 プロジェクトヮークとは
KOSMOSの授業では例年、学生によるプロジェク
トワークを実施してきた。文化や社会など、日本事情
のテーマにあった課題をそれぞれが一つ選び、資料検
索、資料整理、まとめをし、パワーポイントをつかっ
た発表を行 う。 3期までは、KOSMOS生が行 うプ
ロジェクトワークをビジターがチューターのようにサ
ポー トするスタイルで進めてきた。 4期からは、ビ
ジターにも一つプロジェクトに取り組んでもらい、
KOSMOS生と同じように発表してもらったところ、
KOSMOS生から大好評であつた。資料のまとめ方、
パワーポイントの作り方、発表のしかた、内容のおも
しろさなど、自分たちがモデルとしたいような発表が
実際に見られたためと思われる。そして、 9期まで
そのスタイルが続いてきた。
しかし、筆者にはビジターの発表が20分ずつで
終わることが惜しいという気持ちがずっとあつた。ビ
ジター発表の一つ一つが日本事情の学習素材となり得、
KOSMOS生がもつとじっくり理解を深めてほしい内
容が多かつたためである。
4-2 ビジターワークショップのねらいと実践
10期では、ビジターのプロジェクトワークをもつ
と活用すべく、「ビジターワークショップ」という名
前をつけ、時間も一人20分から30分に変更した。
内容も一方的な発表ではなく、「KOSMOS生が一定
参加もできる内容」というリクエストを行い、質疑や
ディスカッションで内容を深められることを期待した。
ビジターたちが取り組んだワークショップのテーマは、
「日本のかるた」、「文化によって色がちがう?」、「こ
とばの遊び」、「年賀状の紹介と年賀状づくり」、「空手
について」、「US」を活性化させるには 一日本のテー
マパークの現状と課題―」であった。
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全員のビジターが、選んだテーマについて自分が調
べてきたことを紹介しつつ、KOSMOS生が参加でき
る部分を考えて、全員で参加しながら学習するという
スタイルで発表を行つた。
4-3 ビジターワークショップの評価
KOSMOS生からはビジターヮークショップに対し
て、楽しかった、興味がもてた、内容がおもしろかつ
たと、評価が高かった。しかし、筆者の側からは反省
点が多かつた。まず、ビジターは一人を除いて全員が
今期初めてこの授業に参加しているので、これまでの
プロジェクトワークと新しいワークショップとの違い
や今期のねらいが十分には理解できなかつたことであ
る。これまでのビジターのプロジェクトワークは内容
のレベルが高かつたため、KOSMOS生にとって理解
するのに時間がかかり、背景知識も足りない。そこで、
発表時間を長くして、少しKOSMOS生の参加も促
しながらゆっくり発表すれば、より高い学習効果が得
られるというのが筆者の考えで、そのためにビジター
ワークショップという名前にした。しかし、ビジター
と筆者の間でワークショップについての共通理解がな
く、また、筆者の「参加型発表」という説明の結果、
「参加」に重点がいって、内容が表層的なものに終わつ
てしまったビジターワークショップが多かった。これ
は、筆者の説明不足によるものであり、反省点として
次年度以降への課題としたい。
5 二つの実践の KOSMOS生への影響
3.と4.で述べた二つの取 り組みの後、
KOSMOS生のプロジェクトワークが行われた。今期
は、二人の学生が日韓の歴史的なかかわりに関するテー
マを取り上げた。そのうちの一つのペアはプロジェク
トワークを仕上げる過程で韓国人の歴史認識、日本人
の歴史認識について話し合いを続けていた。発表内容
について最後まで迷つていたこのペアのKOSMOS
生は、最終的に日韓の歴史的かかわりについて発表す
ることを決め、その発表の中で、「これは韓国人が習っ
てきた観点からの歴史認識です。いろいろな見方があ
ると思いますが、このような見方もあるということを
知って考えてください」と発言していた。
これまでの期にも日韓の歴史認識問題を取り上げた
KOSMOS生はいたが、今期ほどフランクに意見を交
わしながらすすめていた学生はいなかったように思わ
れる。それでも、このKOSMOS生はこの発表をす
るために非常に勇気を必要とした様子であつた。ビジ
ターとのフランクな話し合いが、日本人の前で自分の
歴史認識を発表するという勇気のいる行為を可能にし
たのではないだろう力ヽ
このペアだけでなく、今期はすべてのペアが
KOSMOS生のプロジェクトワークについてメールで
意見を交わし、授業外でのやりとりを行つていた。や
はり、KOSMOS生のシャイでなかなか自分たちから
話しかけることができないという性質はあまり変わら
なかつたが、ビジターたちに積極性が生まれたことに
より、うちとけた雰囲気がつくられていつた。
本授業の最後に双方の学生からとつたアンケー トで
は、ビジターからは、特にグストアワーが良かったこ
と、自分自身が非常に勉強になったこと、対面で話し
合 うことの大切さなどを指摘する声が多かつた。
KOSMOS生からは、日本人と話し合いができてよかつ
た、もつと積極的に話しをしたかつた、もうちょつと
がんばればよかつた、など評価しつつも、満足できる
ところまで自分ががんばれなかったことへの後悔も見
られた。
6 まとめ
本稿ではKOSMOSプログラム10期の「日本事情・
異文化適応」クラスでのゲストアワーの取り組みおよ
びビジターワー クショップの取り組みが、特にビジター
の心を動かし、KOSMOS生へのかかわりに変化を生
んだことを報告した。また、その結果、KOSMOS生
のプロジェクトワークの過程でフランクな話し合いが
生まれ、それがKOSMOS生にやりたい発表を勇気
を出してするという決断をさせたという影響について
も述べた。
学生同士の深いコミュニケーションの創出には、そ
―-98-―
れをしたいと考える学生の主体的な心の状態が必要に
なる。そのためには、心に訴えてくるようなリアルで、
わかりやすい他者からの働きかけが日韓双方の学生に
とつて有効である。今期行つたゲストアワーの取り組
みは、そのような手段として有効だったと評価できる。
しかし、このような取り組みが今回のように常に有効
に設定できるとは限らないため、今期のような効果を
生み出す授業の設計をさらに多様な方法を使つて創造
する必要がある。
また、ビジターワークショップは、一方的で受動的
な学習スタイルに比べ、学生の能動的な活動が引き出
され、楽しい学びあいが生まれた。 しかし、活動に重
点が置かれすぎると単に「楽しく一緒に」何かやる、
という学習に安易に流れてしまう。今後は両者のバラ
ンスをうまくとれるようビジターに対する指導も十分
に考えていく必要がある。
学生たちはその心の基本的なところで、お互いをもつ
と深く知り合いたい、という気持ちを持つており、よ
り深いコミュニケーションを欲していることが今期の
実践でも知ることができた。その深いコミュニケーショ
ンを生み出すための実践を今後も模索し、よりよい
「日本事情・異文化適応」教育につなげたい。
注
1.2000年より始まつたプログラムで、毎年約 100
名の学生を韓国で選抜し、 日韓両国から奨学金
を支給して、 日本の大学の理工系学部に進学さ
せるプログラムである。予備教育は前半を韓国
で、後半を日本の各大学で行つており、大阪大
学も受け入れ大学の一つである。KOSMOSは、
Korean Students of Science MttOr at osaka
University with the Special Scholarshipの
略である。
2.「日本事情 。異文化適応」のシラバスは、「学生
が日本人や日本文化、 日本の大学生活に関する
理解を深め、 日本での生活に十分適応できるよ
うになることを目的」とし、具体的な活動とし
て、「日本の社会と文化に関する学習を行い、プ
ロジェクトワーク的な活動を行う」こと、その
際、「共通教育での勉学にも資するよう人文科学
系の語彙 。表現についても学習」し、「日本人学
生とともにゼミ形式でディスカッションを行う」
とされている。 (「第 10期大阪大学日韓共同理
工系留学生予備教育プログラム<資料>」)より)
3.日本語母語話者を指す。 日本国籍を持つ人とい
う意味ではない。
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